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1．背景

　極性有機化合物積算サンプラー（POCIS）は，農薬や医
薬品などの親水性化合物を捕集する水相パッシブサンプラ
ーとして，水環境モニタリングに利用されている。POCIS
は，吸着剤を 2 枚の膜で挟み，金属リングで固定したもの
である1）。ポリエーテルスルホン（PES）膜と逆相固相充塡
剤である HLB 樹脂を用いた研究が多いが，対象物質に合
わせて，膜と吸着剤をカスタムできる2）。吸着剤に吸着した
対象物質の量を，水環境中の濃度に換算することができる。
　本研究では，化学物質流出事故時の水環境モニタリン
グにPOCISを応用することを目的と
し，直鎖アルキルベンゼンスルホン
酸ナトリウム（LAS）をモデル化合
物とした。拡散セル試験とバッチ試
験によって，それぞれ最適な膜と吸
着剤を選定した。POCISの校正試験
と性能評価試験を行い，開発した
POCISが化学物質流出事故に適用可
能であるかを評価した。

2．POCIS の開発と性能評価

　PES 膜への吸着によって LAS の膜透過が阻害される
ため，PES 膜を用いた従来の POCIS は LAS を捕集でき
なかった。拡散セル試験の結果，LAS 用 POCIS の膜と
して不活性なポリテトラフルオロエチレン（PTFE）膜
が適していることが明らかとなった。
　化学物質流出事故時にはLASが高濃度で流出すること
が予想されるため，吸着容量の大きい吸着剤が必要であ
る。イオン交換樹脂である Oasis WAX と，ポリマー系
樹脂である Oasis HLB を対象としてバッチ試験を実施
し，吸着容量が大きく良好な回収率が得られた Oasis 
WAX を最適吸着剤として選択した。
　LAS の標準液（200 ng L-1）を用いて，Oasis WAX と
PTFE 膜を用いた POCIS の校正試験を行った。サンプリ
ングレート（Rs; L d-1）と適用可能期間はそれぞれ，0.035 
±0.007 （tetradecylbenzenesulfonate）－0.139±0.024 

（dodecylbenzenesulfonate） L d–1 と >28 d であった。
　化学物質流出事故時を想定し，LAS 濃度が最大 1.0 
mg L-1 となるチャンバーを用いて，POCIS の性能評価試
験を行った。チャンバー内の最大濃度は，AIST-SHANEL
を用いて推定した，化学物質流出事故時の河川環境にお
ける LAS の最大濃度を適用した3）。実試料のマトリック
スの影響を評価するため，大阪府内を流れる石川におい
て 14 日間の野外調査を行った。これらの試験の結果，
POCIS による分析結果と採水法による結果の誤差は±21

％以内となり，開発した POCIS は化学物質流出事故時の
水環境モニタリングに適用可能であることが示された。

3．本研究の意義と今後の発展

　POCIS 関連研究における本研究の意義は，PES 膜では
捕集できない対象物質について，PTFE 膜を適用した点
である。不活性な PTFE 膜は POCIS の理想的な膜であ
ることが提案されており4），今後は PTFE 膜を用いた
POCIS の研究例が増加すると考えられる。
　化学物質流出事故時の対策という観点において，本研
究は，POCIS がグラブサンプリングを補完するモニタリ
ング手法であることを示した。平常時と比べ，化学物質
流出事故時の水環境における流出物質の濃度変動は大き
いと予想される。そのため，頻繁に採水を行い，水環境
の状態を把握することが理想的である。しかし，実際に
は人員の制限があり，高頻度採水は困難である。そこで，
POCIS を用いて採水間の平均濃度を測定し，二次流出の
有無を推定することで，低コストに水環境をモニタリン
グすることができる。また，POCIS は多点観測に適して
おり，流域の汚染状況の把握に活用できる。
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図 1　POCIS の構成


